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ジョナサン・クラインの作品を見て 

中島秀雄 

 

渋谷東急文化村の裏側一帯は、瀟洒な住宅やマ

ンションが建ち並ぶ高級住宅地になっている。渋

谷から車で帰宅するとき私は、時々抜け道として

利用しているが、その一角にプライベートなギャ

ラリーが数年前にできた。かつて研究会の講師と

してプラチナプリントの講義を受けたことのあ

る写真家・平竜二さんの自宅を兼ねたギャラリー

だ。平さんは、ニューヨークに住む栗田紘一郎氏

と親しく、氏の作品展やコンテンポラリーな作品

展が開かれたときに何度か訪ねたことがある。 

今回、アメリカの写真家ジョナサン・クライン

の The Threshold of Photographic Light Sens- 

itivity「写真感光受性の出発点」と称したソル

トプリント展が開かれ、そのオープニングに出向

いた。 

周囲に 1インチの余白を残した 16x20インチサ

イズのプリントには、わずかな歪みをそのままに

壁にピンで留められていた。プリントから得られ

る情報と言えば、グレーの濃淡変化が見られるく

らいで、いわゆる写真としての意味は読み取れな

かった。20点ほどの作品すべてが全面グレートー

ンのプリントになっている。しかし、わずかなア

ンバーの色味とグレーの濃淡変化を見て行くと

私の意識は、わりと自然に写真の黎明期に行きつ

いた。 

ジョナサン・クラインのソルトプリントには、あ

る種の仕掛けが含まれたプリントの様に見えて

くる。 

 

ジョナサン・クラインは、サンフランシスコ 

アート インスティテュートを卒業し、1986 年よ

りニューヨーク大学、1998 年、ベニングトン大学、

ICP(国際写真センター)で教鞭をとっている。写

真家として 15 年の間は、19 世紀の初期の写真手

法にずっと興味を持ち、関わりあってきたようで、

集中的に研究してきたのはカロタイプとソルト

プリントだと言っていた。 

ところで、19世紀の初期、写真の誕生までには

どんな技法が試みられていたのだろうか。1827年

頃、フランスのニエプスは印刷術を研究する傍ら

おぼろげな画像を写し取り、ニエプスから情報を

得たダゲールは、銀板にヨードの蒸気を当て撮影

を繰り返していた。一方、1840年頃、イギリスの

タルボットは、暗箱を使って画像を写し撮ろうと

紙ネガを使っていた。科学と化学が結合し、まさ

に写真という発芽の垣間見える時代だった。 

タルボットは、紙に硝酸銀と沃化かりの溶液を

浸み込ませ、これを硝酸銀と没食子酸の混合液で

処理して乾燥し、撮影から紙ネガを処理しそこか

らポジを作る技法を発明した。それをカロタイプ

と呼んでいたが、その後、タルボタイプと改称し

ている。 

ソルトプリントは、塩化銀を感光性物質とし、

紙を支持体とする感光性材料で写真印画紙の原

点といえる。紙を食塩水中に浸して乾燥したあと、

これを硝酸銀液に浸して、紙の繊維中に塩化銀を

生成する。露光によって紙の上に銀の画像がつく

られ、そのあと、食塩又は沃化カリの溶液で定着

する。 

今回、ジョナサン・クラインの作品制作はこう

だ、まず、ソルトプリントをつくるための感光紙

を自ら作るところから始まる。おそらく上記のよ

うな方法で作ったに違いない。硝酸銀は容易に手

に入るとも言っていた。そして、十分乾燥して出

来た感光紙を自室内の壁の上に直接貼り付け、日

中部屋の中に差し込む柔らかな光のかすかな変

化を確認しながら 1時間ほど記録する。タルボッ
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トのようにカメラオブスキューラ(暗箱)は使わ

ずに、直接、光の変化を捉えたものだ。 

ジョナサン・クラインが日常生活の中に現れる柔

らかな光に興味を持つきっかけは谷崎潤一郎の

作品”陰翳礼讃”だという。しかし、具体的なこ

とには踏み込まなかった。 

日本古来の生活様式の中に自然に取り入れら

れている光に注目した谷崎潤一郎の代表作だ。深

い藁葺屋根の際から差し込んだ光は、和紙が張ら

れた障子を介して拡散し、柔らかな光となって奥

座敷の茶器や掛け軸にふりそそぐ。そこに現れる

陰翳に日本古来の光に対する美意識に強い興味

を感じていたのかもしれない。展覧会の終了後、

彼は、わざわざ東北にまで出かけて撮影すると言

っていたし、そのためのソルトペーパーを用意し

ていた。 

タルボットの撮影手法にしろ、我々の写真撮影

にしろ、光の物理現象や化学反応を応用し、目前

の光を画像として捉えるとことにある。現在、そ

れは誰にでも出来るようになっている。 

写真の発明以前から人間は、目前の光景を留め

たいという欲望を持っていた。紀元前 5世紀のア

リストテレスは、小さな穴から入った光が反対側

の壁に像となって写ることに強い興味を示し、

「我々は、やがてこの像を永久に留めることが出

来るようになる」といっている。しかし、そのた

めには、光の原理を克服するためのカメラ、レン

ズ、シャッター、絞りが必要になり、ピンホール

撮影でさえ暗箱が必要なことを学んできた。ある

程度の科学や化学の知識を必要とし、また、メカ

ニカルな部分に依存することになり、様々な制約

の中で操作し進めることになる。感光材料として

のフィルムや印画紙は、市販のものを買い、手作

りするようなことはしない。 

しかし、カメラを使わず、手作りの感光性材料

に直接、光の痕跡を写し取ろうとする彼の行為に

はどんな意味があるのか。  

彼は、メカニカルな部分に依存することや、

様々な制約からフリーになりたいと言っている。

そこには、現在の写真が高度の電子テクノロジー

によって益々文明の利器に支配され、彼が望む光

を直視し、その変化を直接捉えることから益々離

れてしまう苛立ちのようにも感じる。ソルトプリ

ント技法は、カメラに依存しがちな写真術をそこ

から解き放し、写真術の厳格な手順の、焦点、絞

り、シャッターによる適正露出をも必要としない。 

確かに、彼の作品をしばらく眺めていると、手作

りのペーパに降りそそぐ光の自由にまかせれば

よく、あなたが気付くことのなかった日常のなに

げない光に立ち向かうこともできるようになる

と言っているように見えてくる。 

日常生活にありふれる様々な光の変化は、見てい

るようで気が付かないことが多い。朝、カーテン

を開けた時に入り込む光が天井に細い光となっ

て写りこみ、一度写真に撮ったことがあるが、こ

れを何年か続けることで表現に到達できるのか

もしれない。二度と同じ光に立ち会えない瞬間の

断片を記録し続ける強い意志は、感光紙を自ら作

るためのゆるく流れる時間の中に自らを置かな

ければかなわないように私には感じる。 

最後の説明で彼は、紙の上に降り注ぐ光の波の

ような変化を捉えたいといった。 

ジョナサン・クラインの作品は、光に運ばれた

粒子が彼の作った感光紙に降り注ぎ、光の粒子と

感光紙の銀粒子とが結合した光銀事件だったと

いえるのかもしれない。 

 

 

 

 



      - IV - 

 

ポートフォリオ額装のすすめ 

荒井崇 

 

 昨年完成したポートフォリオⅠは、おかげさま

で、現在のところ３セットの販売と、以下３ヶ所

への寄贈を行うことができました。 

・日大芸術学部写真学科 

・工芸大 写大ギャラリー 

・清里フォトミュージアム 

また上記寄贈先へは、｢作者略歴・会報・写真展

DM・英文による挨拶文｣を追加寄贈する予定です。

（研究会の活動記録として保管されます。） 

 

 大変な苦労の末、完成したポートフォリオです。

参加した方は、額装して部屋に飾ってみてはいか

がでしょうか。 

昨年、私は全ての作品を額装し、自宅ギャラリ

ー（ギャラリー宙）に展示してみました。 

 手軽に展示する方法としては、２～３個のフレ

ームを部屋に設置し、中の作品を時々入れ替えて

みるのも一つの手です。 

  

 次ページの表に、私が額装した際のマット窓枠

寸法を記載しました。 

額装される方は、ぜひ参考にしてみてください。 

●窓枠寸法は、基本全周余白 6mm前後とし、サイ

ンの大きさにより、一部の作品は、下の余白のみ

大きめにしました。 

（サインの大きさにばらつきがありますので、こ

の寸法でよいか、あらかじめ再確認願います。） 

●8x10コンタクトプリント（赤羽さん作品）は余

白が取れないので、マット窓枠をイメージより小

さくしました。 

●額サイズは皆さんの好みによりますが、今回は

16x20 インチとし、作品が横位置であっても縦位

置であっても、額は縦で配置しました。 

（壁にかける際、収まりが良いので） 

 

昨年 12 月 10 日（土）、自宅ギャラリーで研究

会例会を開催させていただき、皆さんに見ていた

だくことができました。(その節は、大変不便な

住宅街までお越しいただきありがとうございま

した。) 

 

ポートフォリオ作品は、その後も自宅ギャラリ

ーに展示していますが、みなさんの作品がとても

すばらしいので、私自身、大変楽しませてもらっ

ています。 

また、訪問客に見せると大変好評で、口々に｢す

ばらしい｣と言ってくれています。 

 

 今回ポートフォリオに参加できなかった方に

おきましても、次回機会がありましたら、ぜひ参

加していただきたいと思います。 
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**** 

横位置 縦位置 

**** 

＊タテ位置作品・ヨコ位置作品、共にフレームは縦使いとしてみました。 
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【ゾーンシステム研究会展覧会】 

 

この度、ゾーンシステム研究会は、第 16 回写真展・光への探求を開催いたします。 

 

研究会を設立して 17 年、この間の電子テクノロジーの発展は、写真を巡る様々な環境に大きな変化を

もたらしました。画像の処理や通信機能の利便性はもとより、科学と芸術の切り離せない関係をも著わし

たと言えます。 

しかし、写真環境の変化は、表現にも少なからぬ影響となって現れ、写真は、いくらか混迷の時と言え

るかもしれません。写真をより軽いものとして扱う表現が受けている。過去の写真をリメイクして再び展

示する傾向や、古典技法に思いを深める人達も増え実践している。執拗なまでに新たなテクノロジーに固

執している。そして、遂にカメラ、レンズ、絞り、シャッターといったいわゆるカメラを一切使用しない

表現スタイルも現れています。 

 

研究会は、当初から銀塩モノクローム・ファインプリントに拘り続けてきました。現実の色の省略によ

る抽象の世界、通常の世界とは違う世界に、私たちは引き付けられてきたと言えます。また、時として、

ファインプリントとはどういうこと、と問われることもありました。 

アメリカの写真家アンセル・アダムスは、「きわめて美しい被写体を完璧なプリントで見せていく」と言

っています。 

私達は、撮ろうとする美しい被写体を心の奥深くで感じとり、それをプリント表現していく。目前の被

写体に対して風景であろうと静物であろうと自らの感受性をそのまま表し、写真表現する以上そのメディ

アを十分研究し、愛着を持ち、撮影から作品制作のすべてを通して明晰に表現したいと活動して来ました。  

そのことを実践する技法として、ゾーンシステムを学んで来ました。 

 

今日、写真表現の様々な技法が再び立ち現れる中で、なめらかな印画紙を最終表現の素材とし得ること

は幸運なことと思っています。そのことを研究会は、ポートフォリオに具現化しました。 

研究会のこれまでの証として、また、アートとして個人がプリントを保存する方法としても有効だとい

う思いから制作に至りました。そして、今回、東日本の震災を目の当たりにして、改めて写真という物と

して残しておくことの重要性に気づいたことも事実です。 

 

写真は、自然から、そして、壮大な宇宙からもたらされた物体の無限の変化を主題とし、個人の感受性

を通して反映するアートと言えます。 

レンズを通し、暗箱のピントグラスに写る凝縮された美しい画像に、私たちはこれからも興味を失うこ

とはないでしょう。 

 

ゾーンシステム研究会代表 中島秀雄 

（ゾーンシステム研究会 16 回写真展での中島代表挨拶文） 
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ゾーンシステム研究会第１６回写真展スナップ 
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ゾーンシステム研究会第１６回写真展メディア掲載 

 

 

 

フォトステージ (2011 年 11 月号掲載) 

フォトコン (2011 年 11 月号掲載) 

アサヒカメラ (2011 年 11 月号掲載) 
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ｿﾞｰﾝｼｽﾃﾑ研究会定例会日誌 

 

２０１1年 9月 10日 （土） 

横浜市民活動支援センター研修室 

・出席者：中島代表、岸、松本、酒巻、穴澤、石

井、金子、荒井、岡崎、川北、畑、浜野、北野 

・作品持参者：岸、松本、酒巻、穴澤、石井、金

子、荒井、岡崎、川北、畑 

 

■中島代表より 

●写真展について 

・参加人数、作品のクオリティともに不足してい

る。すでに出品作を決めた人も、さらに作品を創

ってほしい。17～18点ではコスモスの壁が埋まら

ない。40点は展示したい。 

・作品創りのために、撮影会を至急前倒しに実行

する。 

（注：9月 23～24日で企画したが、諸般の事情で

中止となった。） 

●暗室ワークの反省 

・工芸大では PQ現像液を使用したため、黒の締

りが良い。立川氏の会社（レイテック）で販売し

ている。 

・コンタクトプリントを作る習慣をつけること。 

 

■写真展実行委員会より（荒井実行委員長） 

●プリント・額装チェック 

・10/8 例会、11/5 例会で最終プリントチェック。 

・10/8 例会、11/5 例会で額装チェック。 

額装初めての方は、できるだけ 10/8 例会で額装

チェックを受けてもらう。 

・出品作品未定の方は、10/8 例会前に中島代表

に作品を送っていただき早めにチェックしても

らうこと。（日程が厳しいため） 

●受付当番 

・受付当番は 10/8 例会で決定。 

●販売方法管理 

・販売リスト等で管理。管理方法は別途決める。 

●キャビネ販売 

・販売点数、作品内容は自由。ただし、11/5 例

会でチェックを受けること。 

・サインは必ず記入。エディションの記入は自由。 

・会場販売方法：1 枚のみファイル又はポストカ

ード展示ケースに入れて no.記載。販売プリント

は受付に置き no.を指定で販売。 

・販売リストを作って管理。 

・販売希望者は、盗難・紛失があった場合、受付

の方や管理者の責任は問わないことを了解の上

参加してもらう。 

・キャビネは１枚１枚ポリ袋に入れて提出しても

らう。 

●搬入・搬出作業関連 

・発送：11/5 例会後シビックセンターからヤマ

トで発送→11/6（日）11:00～18:00 着 

・搬出：11/20（日）来られない会員にはヤマト

で発送。当日来られない会員は、宛先を記入した

着払い伝票（ヤマト指定）を提出のこと。 

●フラットニング（額装指導）[中島先生宅] 

・9 月末の予定は取りやめて 10 月末とする。（9 

月は作品上がってないと思われる。） 

・10/8 の例会にて希望者があれば実施。 

・額装材料は参加者が自分で用意すること。 

●ＤＭ 

・10/8 例会でシール貼りを行う。 

●レクチャー 

・ペンディングとする。 

理由：人数が集まるか疑問。中島代表が新山さん

となかなか連絡取れず。良い作品がなかなか集ま

らないので、中島代表が自信を持ってレクチャー
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をしにくい。 

●会報 

・中島代表が多忙のため、会報記事投稿困難で、

７月発行は見送った。次回発行は 10 月。よって

今年は年２回発行とする。 

 

 

２０１1年１0月 8日 （土） 

文京区シビックセンター会議室 

・出席者：中島代表、古谷津、藤田、穴澤、越後、

荒井、松本、北野、岸、岡崎、酒巻、金子、畑、

鶴見 

・作品持参者：古谷津、藤田、穴澤、越後、荒井、

松本、北野、岸、岡崎、酒巻、金子、畑 

 

■中島代表より 

・写真展作品の質、量とも心配だ。人物や雄大な

風景が不足している。今からでもチャレンジして

ほしい。 

・写真展の会場では、「ゾーンシステムとは何

か？」という質問にも答えられるようにしていた

だきたい。 

・ポートフォリオをアサヒカメラに紹介したが、

当分記事にはしてもらえそうにない。残念だ。 

（写真展の案内は載せてもらえるが） 

 

■写真展実行委員会より（荒井実行委員長） 

●作品未定の方・再プリントの方は、別途中島先

生へ作品を送っていただき、連絡を取り合って

11/5 までに完成させること。 

●配布用タイトル・データ 

・10/15 までにデータを荒井まで送ること。 

（メール又は FAX） 

・日程が迫っているので、出品するかどうかまだ

決まってない作品も含めて送ってもらう。 

●受付当番 

・作成した受付当番の表を提示した。 

・この表に記入してない方も、可能な場合はでき

るだけ会場に来て頂く。 

（特に平日の 1 人しか居ない日） 

・中島先生の会場に居る日程は、後日荒井まで連

絡してもらう。（時々客に聞かれるため） 

●搬入 

・参加者は、11/5 例会にて必ず額装した作品を持

参のとこ。（必ず箱入り、サイン入） 

（どうしても参加できない方は、11/3（着）まで

に中島代表宅に送ること） 

・発送：11/5 例会後、シビックセンターからヤマ

トで発送→11/6（日）11:00～18:00 着 

・11/7 14:00～会場にて搬入展示 

（可能な方は出席してもらう） 

●キャビネ販売 

・販売点数、作品内容は自由。 

ただし、11 月例会でチェックを受けること。 

・サインは必ず記入。エディション記入は自由。

印画紙はバライタ。 
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・会場販売方法：1 枚のみ展示アミにクリップで

止めて no.記載。販売プリントは受付に置き no.

を指定で販売。 

・額装サンプルも数点展示。 

・販売希望者は、盗難・紛失があった場合、受付

の方や管理者の責任は問わないことを了解の上

参加してもらう。 

・キャビネは１枚１枚ポリ袋に入れて提出しても

らう。（B6 ポリ袋等） 

●搬出 

・搬出：11/20（日）17:00～ 参加者はできるだ

け全員出席してもらう。 

（どうしても来られない会員にはヤマトで発送。

当日来られない会員は、宛先を記入した着払い伝

票（ヤマト指定）を事前に提出のこと。) 

●その他 

・研究会控え用作品１点は、11 月、12 月例会、

又は写真展会場などで荒井へ渡していただく。 

・展示用ポートフォリオサンプルは、本物ではな

く昨年のテストプリントを使用。（盗難防止） 

●DM 

・完成したので会員に配った。 

（欠席の方には荒井から後日発送） 

・会から出す DM は、今回の例会で住所シール

を貼った。→発送は金子さんに御願いした。 

●フラットニング（額装）[中島代表宅] 

・今回の例会で参加者を募ったが、希望者が居な

かったので中止。 

 

 

２０１1年１1月 5日 （土） 

文京区シビックセンター会議室 

・出席者：中島代表、鈴木、石井、葛城、川北、

臼井、皆川、古谷津、穴澤、越後、倉又、、浜野、

荒井、松本、北野、岸、岡崎、酒巻、金子、畑 

・作品持参者：全員（写真展出品作品）  

 

■本日の例会で、写真展出品作品（額装済）の最

終確認と梱包を行い、ギャラリー宛に発送した。 

 

■中島代表より 

・写真展は皆さんの一年間の成果を展示する場な

ので、DMでの告知を積極的に行ってほしい。 

・会場では「ゾーンシステムとは何か？」という

問に的確に答えられるように。 

 

■写真展実行委員会より（荒井実行委員長） 

●最終日 14 時から講評会を行うので、全員参加

していただきたい。 

 

 

２０１１年１2月 10日 （土） 

ギャラリー宙 

・出席者：中島代表、鈴木（武志）、石井、葛城、

川北、皆川、穴澤、越後、倉又、荒井、松本、北

野、岡崎、酒巻、金子、畑、石川、宮内、橘田、

宮岡 

・作品持参者： 北野、金子、畑 
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■写真展の反省など 

（発言順不同） 

●展示作品について 

・構図が良くないとの指摘があった。勉強する機

会を持ちたい。 

・今回は展示の基準が甘く、レベルが低かった。 

初めから構図の悪いものはトリミングをしても

だめ。トリミングのできないバイテン密着で訓練

すべきだ。 

・出展数に個人差が多いのは問題。一人２点を維

持すべき。たとえレベルが低くても展示すべき。 

そうしないとレベルが上がらない。 

・展示作品の集め方は反省が必要。額装まで終わ

った作品を没にすることは避けるべき。 

●講評のあり方について 

・作品のブラッシュアップのために例会のあり方

を再考する必要あり。 

・一年間の例会での講評を活かしながら展示作品

を仕上げるようにしていきたい。 

・プリントで苦労したものはそれだけの効果が出

た。講評では具体的にどうすればよいのかを指導

してほしい。 

・自分が良いと思う作品と先生の選択が違うこと

に迷った。どうすれば良いのか、良くないのかが

わからないことがある。 

●撮影会について 

・撮影会の作品がほとんど展示されなかった。指

導方法の改善も御検討いただきたい。 

●年間スケジュールについて 

・写真展のテーマは早急に決めないと日程に余裕

がなくなる。１～２年先まで決めておきたい。 

・研究会の年間行事は事前に詳細な日程を決めて

ほしい。さもないと参加しにくくなる。 

・年間スケジュール、名簿、年間テーマ（方針）

は早めに配ってほしい。 

●展示方法などについて 

・会場が狭いこともあってライトの映り込みが多

く、見難くかった。額のアクリルは無くせない

か？（無反射アクリルは高価） 

・作品がもっと売れるように工夫したかった。 例

えば 8×10サイズの額装見本を見せるなど。 

●その他 

・写真展のテーマにはもっと広がりがほしい。 

・二十一世紀に残る写真を撮っていきたい。 

・来場者には積極的に声をかけるようにした。写

真を楽しんでいる人が多くると感じた。 

 

■中島代表のウィンバロック複写プリント 

・1970 年代に作成したウィンバロック作品の複

写プリント(RC)を中島代表に見せていただいた。

写大ギャラリー第 1回展として開催されたウィン

バロック写真展にて客に配ったもので、最近工芸

大で見つかったという。 

中島代表が細江英公先生の助手時代に、約 100

枚くらい焼いたとのこと。 

当時このプリントを受け取った客は、大変驚い

たそうである。 
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【トピックス】 

[暗室ワーク]  

研究会恒例の暗室ワークが行われました。 

・日時：2011年 9月 3日（土） 

・場所：工芸大中野キャンパス暗室 

・参加者：中島代表、川北、越後、葛城、臼井、

北野、本田、金子、畑、久保田 

・昨年同様、工芸大のリニューアルされたすばら

しい暗室で、大変充実したワークショップとなり

ました。 

 

 

 

 

【原稿募集】 

会員の皆様からの原稿をお待ちしています。 
 
［以下原稿投稿に関するお願い項目です。すみま
せんがよろしくお願いします。］ 
１．写真原稿は、紛失事故防止のためできるだ

けネガやポジは避け、プリント又は JPEG
データでお願いします。 

２．手書き文章はスキャナーでパソコンへ入力
できないので、原則として受け付けません。
以下いずれかの方法にて投稿願います。 
・ワープロやパソコンでプリントアウトし
たもの。 

（スキャナーでパソコンへ入力します。） 
・パソコンの電子メール 
・ウィンドウズの Word2000-2003 
・textファイル 
（ちなみにこの会報は、ウィンドウズの
Word2003で作成しています。） 

ただし、どうしても手書き文章しか投稿で
きない事情がある場合は、事前に御連絡を
いただくようお願いします。 

３．イラストは手書きでも結構です。スキャナ
ーで取り込みます。 

 

［編集部］ 荒井 崇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Information 

 

[表紙の作品] 

・作者：畑文夫 

・タイトル：Towers 

・フィルム：KODAK T-MAX400 4x5 

・レンズ：210mm 

・絞り：f45 1/2 

・シャッター：1/15秒 

・キーゾーン：コンクリート（Ⅶ） 

・ハイライト：コンクリート（Ⅶ） 

・印画紙：Rembrant V G2 

 

 


